
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

概 要 版 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     

 
 

はじめに 
 

平成 17 年 1 月 1 日、旧黒磯市、旧西那須野町、旧塩原町が合併し、「人

と自然がふれあう やすらぎのまち那須塩原」を将来像とする新市、那須

塩原市が誕生しました。 

急速に進む少子高齢社会、さらには自治能力の一層の向上が求められる地

方分権時代の到来に対応できる自治体の確立を目指した 3 市町の合併であ

り、多くの市民の皆さんが、より効率的な行政財政運営のもとで、魅力あ

るまちづくりに大きな期待を寄せています。 

このような中で、平成 17 年度、18 年度の 2 ヵ年度をかけ、新生那須塩

原市の今後 10年間のまちづくりの方向性を示す総合計画の策定に取り組んでまいりました。 

この策定に当たりましては、特に、合併協議会において作成された新市建設計画を踏まえた

計画とすること。さらに、まちづくりの主役である市民の視点に立ち、成果指標の設定などを

行いながら、わかりやすく実効性のある計画とすることに留意し作業を進めてきました。 

また、当然のことでありますが、より多くの市民の皆さんの意見、提言を計画に反映する必

要がありますので、1 万人を対象とした市民アンケートの実施のほか、地域説明会や各種団体

との意見交換会の開催、さらには中学生による次世代まちづくりワークショップやパブリック

コメントなどを行ってきたところであります。 

そしてこの度、市民 30 人で構成する総合計画審議会での 9 回にわたる審議を経て、「市民と

の協働によるまちづくり」「効果的・効率的な行財政運営による自立したまちづくり」「安全に、

安心して暮らせるまちづくり」「個性が輝くまちづくり」の４つを基本理念とし、将来都市像は

新市建設計画を踏襲して「人と自然がふれあう やすらぎのまち那須塩原」と定めた総合計画

をまとめることができました。 

私は、この総合計画～大好き那須塩原 未来への約束～を着実に推進し、11万 5千市民が元
気に安心して暮らし、そして将来に夢と希望が持てる那須塩原市を築いてまいりたいと考えて

おりますので、市民の皆さまにも、まちづくりへの積極的な参画をお願い申し上げます。 
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Ⅰ 策定の趣旨 
 
 我が国は今、人口減少時代の到来や少子高齢化の進展、深刻化する環境問題や急速に進む高度情報化

社会、さらにはグローバル化する経済活動や官から民へ、国から地方への構造改革など、大きなうねり

の中で変革の時期を迎えています。 
 本市は、こうした変革の時代に対応できる自治体を確立するため、平成 17年１月１日に当時の黒磯市
と西那須野町、塩原町が合併して誕生しました。 
那須塩原市総合計画は、今後厳しさを増す財政予測の下で、本市が合併効果を活かしながら推進する、

市民福祉の維持向上と効率的な行政経営の長期的かつ総合的な指針として、まちづくりの主役である市

民の視点に立ち、分かりやすく実効性のある計画となることに配慮し策定しました。 
 
 

Ⅱ 計画の役割 
 
 総合計画は、本市の将来像の実現に向けたこ

れから10年間のまちづくりの方向性を示す「羅

針盤」となるもので、本市の各部門における各

種計画や施策は、この計画に基づいて実施され

ます。 

また、この総合計画は、市民と行政が協働で

まちづくりに取り組むための指針としての役

割も併せ持っています。 

 

 

Ⅲ 計画の構成と期間 
 
 総合計画は、基本構想と基本計画、実施計画により構成します。 
 
基本構想 本市のまちづくりの基本理念と将来像を定め、その実現に向けた施策の大綱を示すもの。 

              
 

基本計画 基本構想に掲げた将来像を実現するための主要な施策の方向性を総合的、体系的に示すもの。 

 
 

 

実施計画 基本計画に示した主要事業の具体的な事業量、スケジュールなどを明らかにしたもの。 

 

             

 
 

 

 

 

 

 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28 年度

期 間 平成 19年(2007 年)を基準年次とし、10年後の平成28年(2016 年)を目標年次とします。

時代の変化に柔軟に対応するために、基本構想の期間を前期と後期に分けて設定します。

前期は平成 23年(2011 年)、後期は平成 28年(2016 年)を目標年次とします。 

計画期間は、２年間で毎年見直しを行うローリング方式を採用します。 

基 本 構 想 

前 期 基 本 計 画 後 期 基 本 計 画 

実 施 計 画 

2年間の計画を毎年見直し 
実 施 計 画 

全国総合開発計画 栃木県総合計画 

国の計画 栃木県の計画 

新市建
設計画 那須塩原市総合計画 

○ 那須塩原市環境基本計画 
○ 那須塩原市地域福祉計画 
○ 那須塩原市都市計画マスタープラン 
○ 那須塩原農業振興地域整備計画 
○ 那須塩原市生涯学習推進プラン 
○ 那須塩原市定員適正化計画 
○ 那須塩原市水道事業基本計画  他 

分
野
別
計
画

序  論 

期 間 

期 間 
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３ 10 年後のわたしたちのまち 
 

本市の総人口は、平成 27年(2015 年)の 11 万 9千人をピークに減少に転じることが予測されます。 

世帯数は、平成 22年(2010 年)には約 4万 6千世帯、平成 27年(2015 年)には約 5万世帯まで増加する

ことが見込まれます。 
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１ 市の特性 
 
(１) 豊かな自然と良好な地理的条件 

◇ 豊かな自然環境 

◇ 国土幹線軸上の交通の要衝地 

 

(２) 多彩な産業の立地 

◇ 首都圏への食料供給基地 

◇ 栃木県北最大の商業圏域 

◇ 産業を活性化し雇用を創出する工業 

◇ 恵まれた自然を活かした観光 

 

(３) 開拓の歴史と増加する人口 

◇ 開拓の歴史と精神 

◇ 人口増加を続けてきた若いまち 

 

２ 時代の潮流 
 

(１) 人口減少時代の到来と少子高齢化の進展 

(２) 国際化の進展 

(３) 高度情報化社会の到来 

(４) 循環型社会への転換 

(５) 市民ニーズの多様化 

(６) 地方分権の推進 
(７) 行財政改革の推進 

基本構想 
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平成 27年の市の推計人口は約 11万 9千人、世帯数は約 5万世帯 
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４ 土地利用 
 

本市は、豊かな森林資源や観光資源を有する山間部と那須野ヶ原の大地が広がる平野部に大別されます。 

限られた資源である土地は、市民生活や生産活動の基盤となるものであり、恵まれた自然環境や景観は

那須塩原市を象徴する財産です。 

本市の土地利用にあたっては、周辺の環境や景観との調和を基調としながら、計画的な保全と活用、

規制と誘導を図り、産業や文化などの地域の特性に応じた活力とやすらぎのあるまちづくりを推進しま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業・集落エリア 

本市の農業を支えるエリアとして、農業生産基

盤と集落生活環境の維持向上を図るとともに、那

須野ヶ原開拓の歴史を今に伝える景観の保全に努

めます。 

また、農業・農村が有する地域資源を活用した

都市農村交流型農業の展開など、農村地域の活性
化に配慮した土地利用を推進します。 

市街地エリア 

東北新幹線とＪＲ宇都宮線、国道４号の国土幹

線交通軸沿いに多くの人々が住み、商業や工業な

どの中心的な活動の場となるエリアです。 

ＪＲ線の駅周辺を市街地拠点として、様々なニ

ーズに対応した利便性の高い住宅地や魅力と活力

のある商業地、周辺環境と調和した工業地など、

それぞれの機能が立地しやすい環境の整備を進め

ます。 

フロンティアエリア 

開設予定の（仮称）黒磯インターチェンジや国

会等の移転候補地を有し、新たな機能を受け止め

るエリアとして、自然との共生に配慮しながら適

切な誘導を図ります。 

また、インターチェンジの周辺では、那須野ヶ

原の景観や環境の保全に努めながら、新たな機能

立地の活用と産業の振興を図るため、計画的な土

地利用を推進します。

土地利用の将来イメージ

山間・観光エリア 

山間部は、国立公園や自然環境保全地域、保安

林等に指定されている地域であることから、関係

法令等の適切な運用により豊かな自然環境の保全

に努めます。 

また、塩原と板室の温泉観光地では、自然との

共生を基調としながら、やすらぎを求める人々が

集う空間の創出と機能の充実を図り、地域の特性

を活かした観光拠点の形成に努めます。
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５ まちづくりの基本理念 
 

本市は、まちづくりの主体である市民と行政の協働を推進し、自立した行財政運営のもとで、だれも

が安全に安心して暮らし、一人ひとりの個性と地域の特性が輝くまちづくりを推進します。 
 
 

基本理念《４つのキーワード》 
 

     市民との協働によるまちづくり 
     まちづくりの主役である市民と行政が、ともに力を合わせて進める協働のまちづくりを推進

します。  

 

       効率的・効果的な行財政運営による自立したまちづくり 
     効率的・効果的な行財政運営により、地方分権・住民自治の時代に対応できる自立したまち

づくりを推進します。 

 

安全に、安心して暮らせるまちづくり 
     防災・防犯体制の強化や日常の暮らしを支える社会資本の整備、保健福祉対策の充実により、

安全に、安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

    個性が輝くまちづくり 
     豊かな自然環境や多彩な産業などの地域資源の有効活用と、市民一人ひとりがいきいきと暮

らせる地域社会の形成を図り、個性が輝くまちづくりを推進します。  

 

 

 

６ 那須塩原市の将来像 
 

 本市には、広大な那須野ヶ原に育まれた緑と那珂川、箒川の清らかな流れに代表される美しく豊かな

自然があります。 

 わたしたち市民一人ひとりは、このあふれる緑や自然を大切にしながら、安心して暮らすことができ、

夢や希望をもって「やすらぎ」を感じることができるまちを目指すために、那須塩原市の将来像を「人

と自然がふれあう やすらぎのまち 那須塩原」とします。 
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７ まちづくりの大綱 

 清潔で美しい地域づくり

 地球環境の保全

 計画的な土地利用の推進

 安全に暮らせる地域づくり

 消費生活の安定・向上

 公共交通網と交通安全対策の充実

 姉妹都市交流・国際交流の推進

 男女共同参画の推進

 安心安全な水の供給

 地域福祉の充実

 障害者福祉の充実

 高齢者福祉の充実

 児童福祉の充実

 保健・医療の充実

 保険・保障制度の充実

 計画的な市街地の形成

 憩いの空間づくり

 農林業の振興

 畜産業の振興

 良好な住宅地・居住空間の形成

 安心して活動できる空間づくり

 体系的な道路網の整備

 雨水排水対策の推進

 効率的・効果的な行財政運営の推進

 市民との協働による地域づくり

 中心市街地の活性化

 生涯学習の推進

 学校教育の充実

 地域情報化の推進

 自然環境の保全・活用

 芸術・文化活動の振興

 生涯スポーツの振興

 青少年の健全育成

 商業・サービス業の振興

 工業の振興

 観光の振興

 雇用・就労環境の充実

 効率的・効果的な下水道の整備

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
　
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
　
那
須
塩
原

　

　
 

 ☐ 市民との協働に
    よるまちづくり

 

 ☐ 効率的・効果的
    な行財政運営に
    よる自立したま
    ちづくり

 ☐ 安全に、安心し
    て暮らせるまち
    づくり

 ☐ 個性が輝くまち
    づくり

　
 
 

  

 ２ 快適で潤いのあるまちづ
　　　くり

 ７ 創意と協働によるまちづ
　　　くり

 ５ 活力を創出するまちづく
　　　り

 １ 自然と共生するまちづくり

 ３ 健やかに安心して暮らせ
    るまちづくり

 ４ 安全で便利なまちづくり

 ６ 豊かな心と文化を育むま
　　　ちづくり

□ 市民との協働に

よるまちづくり 

 

 

□ 効率的・効果的な

行財政運営によ

る自立したまち

づくり 

 

□ 安全に、安心して

暮らせるまちづ

くり 

 

□ 個性が輝くまち

づくり 

 

 

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち 

那
須
塩
原
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８ 計画の推進に向けて 
 

社会経済情勢の変化は、これまで個人の私的な活動が展開されてきた領域と、行政が担ってきた公共

の領域の範囲に変化を及ぼし、これらが互いに重なり合う領域が拡大しています。 
 こうした中で本計画を推進していくためには、行財政運営のさらなる合理化や地方分権などの時代の

潮流を、的確かつ迅速に捉えた措置を講じることはもちろんのこと、まちづくりに対する市民の積極的

な参画が必要不可欠です。 

 本市は、まちづくりの主体である市民との協働を基本姿勢として、相互理解と適切な役割分担のもと

で各種施策を展開し、将来像の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
    
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が自
己の責任
において
独自に行
う領域 

 
行政の協
力を得な
がら、市
民が主体
性をもっ
て行う領
域 
 

 
 

市民と行
政がそれ
ぞれの主
体性のも
とに協力
して行う
領域 

 
 
 
市民の参
画や協力
を得なが
ら、行政
が主体性
をもって
行う領域 

 
 
 
 
行政が自
己の責任
において
独自に行
う領域 

 

「協働」 
活動分野 

「私」の領域 「協働」の領域 「公」の領域

「市民」の 
活動分野 
（個人・団体 
・事業者） 

「行政」の
活動分野 

「協働」のイメージ (１) 市民の役割 
 
 一人ひとりがまちづくりの主体であることを認

識し、自分たちの周囲のことに関心を持つととも

に、地域社会の一員として市民相互の交流を図り

ながら、培ってきた技術や経験を活かし、自ら考

え積極的に行動します。 
 
(２) 団体の役割 
 
 生活に密着した地域組織や特定の分野で公益活

動を行う団体は、それぞれが有する特性や専門性、

蓄積してきた経験を活かし、課題解決や目的達成

に向けた積極的な活動を展開します。 
 また、活動情報の発信や他団体とのネットワー

クの構築に努め、市民や団体との相互理解を深め

ながら、それぞれの活動のさらなる活性化を推進

します。 
 
(３) 事業者の役割 
 
 地域社会の一員として、自らが積極的にまちづ

くり活動に参加するとともに、情報や技術、資金

などの提供を通して、地域や団体の活動を支援し

ます。 
 また、事業所内の休暇制度などの充実に努め、

従業員がボランティアなどの公益活動に参加しや

すい環境の整備を図ります。 
 
(４) 行政の役割 
 
 各種計画やまちづくりに関する情報の提供、計

画の策定や事業への市民などの参加機会の拡充な

どを積極的に進め、様々な活動主体との信頼関係

を構築し、それぞれの特性や能力を発揮できる環

境の整備を図ります。 
 また、市民を対象とした各種講座や講演会、職

員への研修などを実施し、協働の担い手となる人

材の育成・確保、協働意識の醸成を図ります。 

～ 協働に向けた役割分担 ～ 
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□ 財政フレーム 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画 

 

15.0％ 

 

13.6％ 

4.0％ 

8.9％ 

 

10.8％ 

 

 

 

47.7％ 

14.5％ 

 

14.4％ 

 

 

17.2％ 

 

 

24.6％ 

 

 

10.9％ 

 

18.4％ 

 

 

 

（単位：億円） 

県支出金  79

公債費   288

扶助費   218

人件費  368

物件費・補助費等

492 

普通建設事業費

         345

その他  292

 

18.6％ 

 

 

12.6％ 

 

19.5％ 

 

 

22.7％ 

 

7.6％ 

 

18.9％ 

 

 

 

23.1％ 

 

10.9％ 

 

5.4％ 

 

6.9％ 

10.6％ 

 

 

 

43.2％ 

その他   469 

(所得譲与税、自動

車重量譲与税、地

方消費税交付金な

ど) 

市 債   221 

県支出金  109 

国庫支出金 141 

地方交付税 216 

市 税   878 

人件費   370

扶助費   149

物件費・補助費等 

443 

普通建設事業費

         382

公債費   246

その他   364

平成13～17年度           平成19～23年度 

 歳  入    歳  出 

その他   303 
(所得譲与税、自動
車重量譲与税、地
方消費税交付金な
ど)

市 税   955

地方交付税 216

国庫支出金 178

市 債   272 

(特例債   187)

(その他   85)

歳  出 

基本計画期間（平成19～23年度）の財政見通し 

平成19～23年度  総 額 ２千００３億円 

 

（参 考）  平成 13～17年度           歳 入 ２千 034億円 
                             歳 出 1千 954億円 

歳  入 

積算根拠 

 

(1) 歳  入 

 ① 市 税 

   現行の税制度やこれまで

の実績に加えて、今後の経

済状況を予測・勘案して算

定しています。 
 
 ② 地方交付税 

   普通交付税は、現行の制

度を基本として、これまで

の実績などを勘案して算定

しています。 

   また、特別交付税には、

平成19年度に限り市町村合

併分を加算して算定してい

ます。 
 
 ③ 国庫支出金・県支出金

   現行の制度を基本とし

て、これまでの実績などを

勘案して算定しています。
 
 ④ 市 債 

   後年度の地方債残高が現

在の水準を上回らないよう

に配慮するとともに、元利

償還金が交付税によって措

置される合併特例債を優先

して見込んでいます。 
 
(2) 歳  出 

 ① 人件費 

   定員適正化計画の削減目

標値に基づき、算定してい

ます。 
 
 ② 扶助費 

   現行の制度を基本とし

て、これまでの実績などを

勘案して算定しています。
 
 ③ 物件費・補助費等 

   現在と同じ水準で算定し

ています。 
 
 ④ 普通建設事業費 

基本計画に計上してある

主要事業を基本として算定

しています。 
 
※ 国の三位一体改革をはじ
めとする制度改革にともな
う影響については、実施計画
（財政計画）のなかで精査し
修正を加えていきます。 

※ 公債費 ……… 

地方公共団体が借り入れた地方債の元利償還金。 

   普通建設事業費 ………  

道路や学校などの公共施設の建設費。 

   物件費 ………  

委託料や使用料、光熱水費など。 

   補助費等 ………  

負担金、補助金など。 

   扶助費 ………  

生活保護費やこども医療(助成)費など。 

   人件費 ………  

職員給与、議員報酬、各種委員報酬など。 
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目指すべき方向と施策 

主要事業 

目指すべき方向と施策 

主要事業

 

 

 

 

 １ 自然環境の保全・活用 
 
  
 

◇計画的な自然環境の保全 
①自然環境保全のための基本指針の策定とそ
の推進 

◇保全意識の高揚 
①環境学習の推進 
②環境情報の提供 

◇動植物の保護 
①希少な野生動植物の保護 

  
 (17 年度)  (23 年度)

観察会などの開催回数 3回  5 回
環境企画展や環境展などへの来
場者数 

1,500
 

2,000

動植物実態調査の調査日数 110 人  120 人
希少な野生動植物の保護地区数 13 箇所  20 箇所

 
  
 

事   業   名 計画期間

観察会などの開催 期間中継続

環境企画展や環境展などの開催 期間中継続

動植物実態調査の実施 期間中継続

保護地区の指定、監視活動の実施 期間中継続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 清潔で美しい地域づくり 
 
  
 

◇廃棄物の不適正処理の防止 
①監視体制の強化 
②適正処理の促進 

◇公害の防止 
①定期的な調査の実施 
②監視と指導の強化 

  
 (17 年度) (23 年度)

不法投棄などに関する苦情・相
談処理件数 

183 件 137 件

環境基準(BOD)の達成率（箒川２
箇所） 

100％ 100％

環境基準(BOD)の達成率（那珂川
４箇所） 

92％ 100％
  
  
 

事   業   名 計画期間

不法投棄防止事業 期間中継続

河川・地下水等の水質調査 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 

◇…目指すべき方向 
○…施策 

沼原湿原 

環境企画展・環境展への来場者数

1,255

606

1,296

301409

812

1,670

950

1,200

860

0

1,000

2,000

3,000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(人)

環境企画展 環境展

414 375 380

329

439

5045454645

0

200

400

600

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

監視パトロール実施回数 啓発看板の設置件数

廃棄物の不適正処理防止対策状況 

市内一斉美化運動 

希少な野生動植物の保護状況

112 112112112112

13 13 13 13 13

0

50

100

150

200

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

保護指定種の数 保護地区の数　

河川等の水質調査地点数

5

12

35

0 10 20 30 40 50

那珂川等

那須疏水

箒川

（箇所）

成果指標
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目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

３ 地球環境の保全 
 
  
 

◇ごみの減量 
①ごみ減量への意識啓発 
②ごみの減量化・資源化 
③第２期広域ごみ処理施設の建設 

◇地球温暖化の防止 
①省エネルギー対策の推進 
②新エネルギー導入の検討 
③市内事業所の地球温暖化防止行動の促進 

  
 (17 年度)  (23 年度)

ごみのリサイクル率 16.9％  24.0％
事業所等の顕彰件数 0社  10 社
１日１人当たりごみ排出量 1,152g  1,080g

 
  
 

事   業   名 計画期間

家庭ごみの有料化検討 19 年度 

ごみの減量化・資源化対策事業 20～23年度

ごみ処理施設建設事業（広域第２期ごみ処

理施設整備事業） 
19～20年度

事業所等の環境行動への顕彰 期間中継続 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

４ 計画的な土地利用の推進 
 
  
 

◇土地利用の適切な規制と誘導 
①地域特性に応じた土地利用の推進 

◇総合的な土地利用施策の展開 
①土地利用調整機能の充実 

  
 (17 年度) (23 年度)

農用地面積 10,090ha 9,900ha
宅地面積 3,211ha 3,360ha
森林面積 38,901ha 38,700ha

 
  
 

事   業   名 計画期間

土地利用の適切な規制と誘導 期間中継続

国土利用計画・土地利用調整基本計画の運

用 
期間中継続

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの焼却量と再資源化の推移

38,703 38,680 39,923 39,833 40,066

7,500 7,388 8,142 8,207 8,291

16.1 15.4
17.0 17.2 17.0

0

20,000

40,000

60,000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(ｔ)

-5

5

15

(％)
ごみ焼却量 資源化量

リサイクル率

土地利用の現況(平成16年度)

宅地 3211.6
その他
3401.1

水面・河
川・水路
1716.3

道路 1963

農用地
10090

森林 38901

土地の利用規制への市民の意識

249

259

919

1,971

818

0 1,000 2,000 3,000

（総合計画策定に関する市民アンケート結果） 

規制を緩和し、自由な開発を尊重
すべき 
 
多少規制を緩和し、基本的には自
由な開発を尊重すべき 
 
多少規制を強化し、基本的には計
画的なまちづくりを尊重すべき 
 
規制を強化し、計画的なまちづく
りを尊重すべきである    

無回答 

成果指標 

成果指標

主要事業 

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

 １ 安全に暮らせる地域づくり 
 
  
 

◇消防力の充実・強化 
①消防施設や車両の充実 
②消防団の充実・強化 

◇災害対策の強化 
①地域防災計画の周知徹底 
②自主防災組織の組織化支援 
③広報活動の推進 

◇防犯対策の推進 
①防犯意識の啓発・高揚 
②地域主体の防犯活動の促進 

  
 (17 年度)  (23 年度)

消防団員数 1,339 人  1,350 人
犯罪の認知件数 31 団体  45 団体
自主防災組織数 1,919 件  1,820 件
防犯団体数 14 団体  50 団体

 
  
 

事   業   名 計画期間

消防力の充実・強化 期間中継続

自主防災組織の組織化支援 期間中継続

防犯対策事業 期間中継続

自主防犯団体の設立促進・支援 期間中継続

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 消費生活の安定・向上 
 
  
 

◇消費者教育の推進 
①消費者教育の充実 

◇消費者団体等の育成 
①消費者団体の育成・支援 
②消費者リーダーの養成 

◇消費者相談体制の充実 
①相談体制の充実 

 
 (17 年度)  (23 年度)

那須塩原市消費生活推進連絡会
構成団体 

9団体
 

11 団体

消費者出前講座回数 12 回  15 回

 

  

           
  
 

事   業   名 計画期間

消費者団体の育成支援 期間中継続

消費生活センターの充実 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公共交通網と交通安全対策の充実 
 
  
 

◇公共交通網の充実 
①生活バス路線の充実 

◇交通安全対策の充実 
①交通安全意識の高揚 
②交通安全施設の整備 
③駐車場・駐輪場の充実 

  
 (17 年度) (23 年度)

交通事故(人身事故)の発生件数 769 件 730 件
交通事故(物件事故)の発生件数 3,893 件 3,698 件
市営バスの利用者数 61,152人 75,000人
市営バスの運行路線数 6路線 7路線

 
  
 

事   業   名 計画期間

交通安全対策事業 期間中継続

市営バス路線の評価・検討 期間中継続 

交通安全運動 スーパー店頭における啓発

消防訓練 

◇…目指すべき方向 
○…施策 

消費生活センター 

成果指標 

成果指標

成果指標 

主要事業 

主要事業

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 
 

 
４ 姉妹都市交流・国際交流の推進 

 
  
 

◇姉妹都市交流の促進 
①姉妹都市交流の拡充 

◇国際交流の促進 
①外国人も暮らしやすい地域づくり 
②国際交流協会への支援 

  
 (17 年度)  (23 年度)

日本語指導者養成講座の受講者
数 

103 人
 

220 人

 
  
 

事   業   名 計画期間

姉妹都市との市民交流促進 期間中継続

国際交流協会への支援 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 男女共同参画の推進 
 
  
 

◇男女共同参画社会の実現 
①男女共同参画行動計画の推進 
②男女共同参画への意識啓発 
③市の政策決定過程への女性の参画促進 
④人材の育成と団体への支援 

  
 (17 年度)  (23 年度)

男女の地位が平等になったと感
じる市民の割合 

15.60％ 20％

審議会などの委員に占める女性
委員の割合 

26.20％ 30％

 
  
 

事   業   名 計画期間

男女共同参画推進事業 期間中継続  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６ 安心安全な水の供給 
 
  
 

◇健全な経営 
①経営基盤の強化 
②サービスの向上 

◇安定した配・給水の確保 
①水質管理体制の強化 
②施設整備の推進 
③未給水地域の解消 

◇危機管理対策の強化 
①耐震化の推進 
②施設管理体制の強化 

  
 (17 年度) (23 年度)

水道管耐震化率（耐震管の延長
／水道管の総延長） 

0.9％ 8.3％

市管理給水管の破損、漏水件数 300 件 180 件
 
  
 

事   業   名 計画期間

水道施設改良事業 期間中継続

水道危機管理対策事業 期間中継続

水道配水施設整備事業 20～22年度

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

イングリッシュキャンプ 

女性模擬議会 

水道管の耐震化の推移

3 3 3

4

10

0.3 0.3 0.3 0.4

0.9

0

3

6

9

12

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(km)

0

1

2

3

4

5

6

(％)

耐震管延長

耐震化率

成果指標 

成果指標

成果指標 

主要事業 

主要事業

主要事業 
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

 １ 地域福祉の充実 
 
  
 

◇市民主体の地域福祉の推進 
①地域福祉の推進 
②地域福祉活動への市民の参加促進 

◇尊厳を持って共に生きる社会づくり 
①権利擁護の充実 
②相談・支援体制の整備 

◇地域福祉活動の担い手となる人材の育成 
①ボランティアの充実 
②福祉教育の推進 

  
 (17 年度)  (23 年度)

ボランティア登録数（個人） 286 人  300 人
地域福祉権利擁護事業利用者数 30 人  100 人
ボランティア登録数（団体） 73団体

1,437 人
 90 団体
1,500 人

 
  
 

事   業   名 計画期間

社会福祉協議会の地域福祉活動への支援 期間中継続

行政と市民、事業者、ボランティアとのネ

ットワークづくり 
21～23年度

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 障害者福祉の充実 
 
  
 

◇自己決定・自己選択の支援 
①障害種別を超えた福祉サービスの一元化 
②利用者への支援体制の充実 
③ケアマネジメント体制の充実 

◇障害者の社会参加の促進 
①就労の促進 
②地域交流の促進 
③コミュニケーション体制の充実 

◇地域生活支援体制の充実 
①在宅サービスの充実 
②日常生活用具・補装具等の充実 

 
 
 
 
 
 
 

  
 (17 年度) (23 年度)

(身体障害) 47 人 70 人
(知的障害) 104 人 150 人
(精神障害) 10 人 20 人
(児童) 131 人 150 人

(知的障害) 85 人 105 人
(精神障害) 19 人 20 人

障害者地域活動支援センターの
利用者数 

46 人 58 人
  
  
 

事   業   名 計画期間

障害者相談支援事業 期間中継続

障害者地域活動支援センターの整備・充実 期間中継続

就労の促進 期間中継続

 

 

 

３ 高齢者福祉の充実 
 
  
 

◇生きがいづくりの推進 
①生きがいづくりの推進 
②社会参加の促進 
③就業機会の拡充 

◇総合的な介護予防システムの確立 
①自立対策・生活支援の充実 
②地域包括ケアシステムの充実 

  
 (17 年度) (23 年度)

シルバー人材センターの登録者数 827 人 920 人
元気アップデイサービスセンター
の設置数 

15 箇所 18箇所

 
  
 

事   業   名 計画期間

高齢者の知識と経験を地域に還元させる

仕組みづくり 
期間中継続

地域包括ケアシステムの充実 期間中継続 

在宅で各種介護給
付サービスを利用
している障害者数 

障害者就労支援施
設の定員数 

元気アップデイサービス 

◇…目指すべき方向 
○…施策 

あったかハート号 

成果指標 

成果指標

成果指標

主要事業 

主要事業

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

４ 児童福祉の充実 
 
  
 

◇子育て環境の充実 
①保育環境の充実 
②保育園への民間活力導入 
③放課後児童対策の充実 

◇子育て支援体制の充実 
①要保護児童への支援 
②子育て相談・支援体制の充実 

◇ひとり親家庭の福祉の充実 
①相談体制の充実・強化 
②自立支援の充実 

  
 (17 年度)  (23 年度)

子育てサロン開催箇所数 8箇所  20 箇所
放課後児童クラブ数 21 箇所  24 箇所
子育て相談センターホームペー
ジ年間アクセス数 

0件
 

24 万件

 
  
 

事   業   名 計画期間

ファミリーサポートセンター事業 21～23年度

保育園の民営化 期間中継続

放課後児童対策事業 期間中継続

 

 

 

５ 保健・医療の充実 
 
  
 

◇健康づくりの推進 
①健康づくりの啓発 
②地域主体の健康づくりの推進 
③若年期からの健康づくりの推進 

◇保健・医療サービスの充実 
①母子保健の充実 
②生活習慣病対策の推進 
③感染症予防対策の推進 
④救急医療体制の充実 

  
 (17 年度)  (23 年度)

基本健康診査の受診率 46.2％ 60.0％
地域主体の健康づくり実践活動
地区数 

0地区 7地区

 
  
 

事   業   名 計画期間

生活習慣病対策事業 期間中継続

こども医療費助成事業 期間中継続

地域主体の健康づくり推進事業 20～23年度 

 

６ 保険・保障制度の充実 

（１）国民健康保険制度の充実と運営の効率化 
 
  
 

◇保健事業の推進 
①予防対策の推進 
②健康づくりの推進 

◇保険財政の健全化 
①保険税の適正賦課 
②医療費の適正化 
③収納率の向上 

  
 (17 年度) (23 年度)

医療給付費 66.2 億円 75.2 億円
保険税収納率(現年度分) 84.1％ 86.6％

 
  
 

事   業   名 計画期間

保健事業 期間中継続

収納率向上対策事業 期間中継続

 

 

 

（２）介護保険制度の充実と運営の効率化 
 
  
 

◇介護保険サービスの充実 
①制度の周知 
②計画的なサービス基盤の整備 
③適正な要介護認定 
④サービスの質の管理 
⑤給付の適正化 

◇保険財政の健全化 
①適正な保険料の決定と徴収 

  
 (17 年度) (23 年度)

要支援・要介護者の割合 14.31％ 16.82％
保険料収納率(現年度分) 97.4％ 98.9％

 
  
 

事   業   名 計画期間

介護予防事業 期間中継続

地域密着型サービスの基盤整備 期間中継続

 

 

 

（３）生活相談体制の充実と生活保護制度の

的確な運用 
 
  
 

◇福祉全般に関する総合相談窓口の充実 
①専門面接相談員の設置 

◇生活保護制度の的確な運用 
①資格審査の徹底 
②就労支援の推進 

 
  
 

事   業   名 計画期間

生活保護施行事務適正実施推進事業 期間中継続 
乳幼児健診（2歳児歯科検診） 

成果指標 

成果指標

成果指標

成果指標 

主要事業 

主要事業

主要事業

主要事業 

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

 １ 計画的な市街地の形成 
 
  
 

◇新しい市街地の指針づくり 
①都市計画マスタープランの策定 

◇計画的な市街地の整備 
①土地区画整理事業の推進 
②市街地内の都市計画道路の整備 

◇良好な景観づくり 
①景観保護の指針策定 
②市民の景観意識の醸成 

  
 (17 年度)  (23 年度)

那須塩原駅北土地区画整理事業
進捗率 

50.8％
 

100％

都市計画道路の整備率 45.7％  50.0％
 
  
 

事   業   名 計画期間

都市計画マスタープランの策定 19～20年度

那須塩原駅北土地区画整理事業 期間中継続

３・４・１本郷通り道路改良事業 19～22年度

景観計画の策定 19～20年度

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 憩いの空間づくり 
 
  
 

◇公園や水辺の適正な管理 
①公園愛護団体や河川愛護団体への支援 

◇都市公園の充実 
①老朽化した公園施設の更新 
②公園機能の充実 

◇市街地エリア内の緑化の推進 
①市民と連携した緑化の推進 

 
  
 

事   業   名 計画期間

東那須野公園の施設拡充 21 年度 

那珂川河畔公園プール整備事業 20～21年度

公園・河川愛護団体への支援 期間中継続

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 良好な住宅地・居住空間の形成 
 
  
 

◇良好な住環境づくり 
①開発行為に対する指導 

◇市営住宅の適正管理 
①老朽化市営住宅の取壊し 
②市営住宅の適切な維持・管理 

◇民間住宅への支援 
①住宅の耐震化 
②住宅のバリアフリー化 

  
 (17 年度) (23 年度)

老朽化した市営住宅の整理戸数 3戸 100 戸
 
  
 

事   業   名 計画期間

開発行為事務推進事業 期間中継続

老朽化市営住宅解体事業 期間中継続

住宅の耐震化支援事業 期間中継続

住宅のバリアフリー化支援事業 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営稲村住宅 

那須塩原駅周辺の土地区画整理事業 

◇…目指すべき方向 
○…施策 

西地区      北地区 

那珂川河畔公園 

成果指標 

成果指標

主要事業 

主要事業

主要事業 
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目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

 

 

４ 安心して活動できる空間づくり 
 
  
 

◇ バリアフリー化の推進 
①施設のバリアフリー化 
②道路や広場のバリアフリー化 

  
 (17 年度)  (23 年度)

西那須野駅のエレベーター設置
箇所 

0箇所
 

4箇所

ひとにやさしいまちづくり県条
例適合建築件数 

45 件
 

120 件

 
  
 

事   業   名 計画期間

西那須野駅周辺地区のバリアフリー化 19～21年度

ひとにやさしいまちづくり条例適合確認 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

５ 体系的な道路網の整備 
 
  
 

◇計画的な道路整備の推進 
①道路整備基本計画に基づく整備 

◇主要道路網の確立 
①広域幹線道路の整備 
②市街地の骨格を形成する道路の整備 

◇インターチェンジの整備促進と周辺道路の整備 
①インターチェンジの整備促進と周辺道路の整備 

◇生活道路の整備・充実 
①生活道路の整備 
②交差点の改良 

◇道路管理の充実 
①道路維持管理の強化 
②道路環境の保全･向上 

  
 (17 年度)  (23 年度)

道路改良率 58.8％ 59.8％
舗装整備率 70.4％ 72.2％

 
  
 

事   業   名 計画期間

(仮称)黒磯インター整備関連事業 19～21年度

新南下中野線道路新設改良事業 期間中継続

幹Ⅰ－３号線道路新設改良事業 19～21年度

埼玉鳥野目線道路新設改良事業 期間中継続

 
 

６ 雨水排水対策の推進 
 
  
 

◇雨水排水対策の推進 
①河川整備の促進 
②下水道雨水幹線等の整備 

  
 (17 年度) (23 年度)

普通河川の整備率 41.2％ 43.3％
雨水準幹線の整備率 4.0％ 32.0％
雨水幹線整備面積 387.8ha 400.7ha

 
  
 

事   業   名 計画期間

南郷屋堀改修事業 19 年度 

雨水準幹線整備事業 期間中継続

下水道雨水幹線の整備 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 効率的・効果的な下水道の整備 
 
  
 

◇下水道の整備 

①総合的な生活排水対策の推進 

②水洗化の普及・促進 

③施設の維持補修 
  

 (17 年度) (23 年度)
公共下水道の普及率 51.2％ 52.9％
公共下水道の水洗化率 85.8％ 87.5％
合併処理浄化槽の普及率 9.9％ 15.6％

 
  
 

事   業   名 計画期間

公共下水道の整備 期間中継続

水洗化の普及・促進 期間中継続

合併処理浄化槽の普及・促進 期間中継続

水処理施設の改修 期間中継続

 

 

  

バリアフリー施設(西那須野公民館) 雨水管埋設工事 

成果指標 成果指標

成果指標 

成果指標

主要事業 
主要事業

主要事業

主要事業 
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

１ 農林業の振興 

（１）農業の振興 
 
  
 

◇元気で美しい農村づくり 
①個性を生かした農村づくり 
②豊かな環境を育む農村づくり 

◇意欲ある農業者づくり 
①農業を支える担い手づくり 
②新規就農者の育成・支援 

◇生産を支える土づくり 
①農地の効率的利用 
②農業生産の基盤づくり 

◇安全・安心・安定した食づくり 
①安定した農業生産の推進 
②地産地消の推進 
③食育の推進 

  
 (17 年度)  (23 年度)

認定農業者の数 549 人  640 人
遊休農地面積 22.32ha  14ha
農業産出額 277 億円  295 億円
農産物直売所の売上高 522.1百万円  600 百万円

 
(13～17年度
の合計) 

 (19～23 年
度の合計)

農道整備延長 19,152m  21,000m
農業用排水路整備延長 2,015m  26,000m

 
  
 

事   業   名 計画期間

夏秋どりイチゴ生産事業 期間中継続

新規就農支援事業 期間中継続

地産地消振興事業 期間中継続

農村振興総合整備事業 期間中継続

村づくり交付金事業 期間中継続

農業経営基盤強化促進対策事業 期間中継続

 

 

 

（２）森林の保全 
 
  
 

◇森林の保全 
①森林資源の保全管理 
②林道の適正な管理 

  
 (16 年度)  (23 年度)

森林面積 38,901ha 38,700ha  
  
 

事   業   名 計画期間

松くい虫防除事業 期間中継続 

 

 
 
 

 

２ 畜産業の振興 
 
  
 

◇畜産業の振興 
①自給飼料の確保 
②家畜の改良・増殖 
③資源循環型農業の推進 
④作業の効率化・低コスト化 
⑤畜産振興対策の推進 

 
 (17 年度) (23 年度)

家畜飼養頭数（乳用牛・肉用牛） 27,930頭 29,400頭
飼料作付面積 2,180ha 2,320ha  

  
 

事   業   名 計画期間

畜産基盤再編総合整備事業 期間中継続

堆肥センター管理運営事業 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 商業・サービス業の振興 
 
  
 

◇経営基盤の強化 
①関係機関との連携 
②人材の育成 
③制度融資の充実 

◇商店街の活性化 
①個性ある商店街の形成 

  
 (16 年度) (23 年度)

商店数（小売業・卸売業） 1,396 店 1,438 店
年間販売額（小売業・卸売業） 2,100億円 2,163億円

 
  
 

事   業   名 計画期間

商工会支援事業 期間中継続

中小企業融資預託事業 期間中継続

商店街活性化支援事業 期間中継続 

成果指標 

成果指標

成果指標 成果指標

主要事業 

主要事業

主要事業 
主要事業
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目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

 

 
 

 
４ 工業の振興 

 
  
 

◇積極的な企業誘致 
①新規企業の立地促進 
②企業立地への支援 

◇中小企業への支援 
①制度融資の充実 

  
 (16 年度)  (23 年度)

製造業の従業者数 10,854人  1,1180人
製造品出荷額 3,396 億円  3,498 億円
製造業事業所数 287 事業所  296 事業所

 
  
 

事   業   名 計画期間

企業誘致事業 期間中継続

 

 

 

５ 観光の振興 
 
  
 

◇観光基盤の充実 
①観光拠点の整備 
②観光ネットワークの整備 

◇観光誘客の推進 
①受け入れ態勢の整備 
②関係団体との連携・協働の推進 
③観光情報の発信と提供 

  
 (17 年度)  (23 年度)

観光客宿泊数 118.6 万人 140 万人
観光客入込数 672.6 万人 793 万人

 
  
 

事   業   名 計画期間

観光拠点施設整備事業 期間中継続

観光誘客推進事業 期間中継続 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
６ 雇用・就労環境の充実 
 
  
 

◇雇用の促進 
①雇用対策の充実 
②事業者への安定雇用支援 

◇勤労者福祉の充実 
①融資制度の充実 
②福利厚生事業の充実 

  
 (16 年度) (23 年度)

市内の事業所への従業者数 45,999人 47,379人
 
  
 

事   業   名 計画期間

勤労者住宅資金融資預託事業 期間中継続

 
 
 

 

７ 中心市街地の活性化 
 
  
 

◇商業等の活性化 
①街なかの賑わいの創出 
②中心市街地の核の形成 
③商店街の魅力づくり 
④経営基盤の強化 

◇中心市街地の整備 
①西那須野地区中心市街地の面的整備 

  
 (16 年度) (23 年度)

黒磯地区中心市街地地区内の空
き店舗数 

76 店 68 店

西那須野中心市街地地区内の空
き店舗数 

67 店 60 店

 
  
 

事   業   名 計画期間

西那須野地区中心市街地再開発事業 19～21年度

西那須野駅西口広場整備事業 19～21年度

中央通り整備事業 19～21年度

活性化のためのイベント支援 19～21年度

まちづくり活動の支援 19～21年度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もみじ谷大吊橋 

那須野巻狩まつり 西那須野駅前イメージ図 

成果指標 
成果指標

成果指標 成果指標

主要事業 
主要事業

主要事業 

主要事業
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目指すべき方向と施策 目指すべき方向と施策 

 

 

 

 

 １ 生涯学習の推進 
 
  
 

◇生涯学習の推進 
①推進体制の充実 
②施設や設備の整備・充実 
③相談体制の充実 
④学習成果の活用 
⑤学習機会の充実 
⑥学習情報の提供 

  
 (17 年度)  (23 年度)

生涯学習施設の利用者数 59.7 万人  65.2 万人
市民 1人当りの図書館蔵書数 4冊  4.2 冊
生涯学習講座の開催数 1,731 回  1,800 回
生涯学習講座の受講者数 39,153人  40,000人
生涯学習ボランティア数 70 人  200 人

 
  
 

事   業   名 計画期間

学社連携融合事業 期間中継続

生涯学習環境の整備 期間中継続

ボランティアネットワークの整備 20～23年度

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校教育の充実 
 
  
 

◇人づくり教育の推進 
①学力・体力の向上 
②社会力の育成 
③豊かな心の育成 
④児童・生徒指導の充実 
⑤特別支援教育の推進 
⑥中学校区ごとの小中学校連携の推進 

◇学校施設・設備の整備 
①学校施設・設備の整備 
②学校規模の適正化 

◇幼児教育の充実 
①幼児教育の支援 

 
 (17 年度) (23 年度)

小・中連携の中学校数 2校 10 校
不登校児童生徒数 198 人 90 人
耐震診断対象棟数 89 棟 0棟  

  
 

事   業   名 計画期間

学力向上連携事業 19～21年度

適応指導教室の運営 期間中継続

教育相談員・スクールカウンセラー配置事業 期間中継続

校舎・体育館などの耐震診断・補強工事 期間中継続

学校規模の適正化事業 19～20年度

中学生海外派遣事業 期間中継続

中学校区ごとの小中学校連携 期間中継続

教育体験研修センター施設整備事業 19～20年度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習講座の受講者数

39,153

38,747

39,990

40,348

38000

39000

40000

41000

H14年 H15年 H16年 H17年

（人）

◇…目指すべき方向 
○…施策 

宇都宮共和大学 市民開放講座 

図書館 

児童・生徒数の推移

731673467356 72757318

36383662379438733978

0

2000

4000

6000

8000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(人) 児童数

生徒数

成果指標 

成果指標

主要事業 

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 

 
 

 

 

３ 芸術・文化活動の振興 
 
  
 

◇地域に根ざした芸術・文化活動の推進 
①芸術・文化事業の充実 
②団体の育成・強化 
③芸術・文化環境の充実 

◇文化財の保護・活用 
①文化財の保存・活用 

  
 (17 年度)  (23 年度)

市内の文化施設を一年間に利用
した延べ人数 

92,760人
 
100,000 人

指定文化財の数 158 件  170 件
埋蔵文化財の数 66 件  80 件

 
  
 

事   業   名 計画期間

文化振興事業 期間中継続

埋蔵文化財包蔵地調査事業 20～23年度

古文書のマイクロフィルム撮影 期間中継続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
４ 生涯スポーツの振興 

 
  
 

◇スポーツを楽しめる環境づくり 
①スポーツ団体の育成・支援 
②指導員の育成・強化 
③スポーツ施設の整備 
④学校施設などの有効活用 
⑤スポーツイベントの開催と誘致 

 
 
 
 
 
  

 (17 年度) (23 年度)
スポーツ施設の利用者数 534,382 人 550,000 人
学校開放施設の利用者数 124,469 人 126,000 人

 
  
 

事   業   名 計画期間

スポーツ振興基本計画策定 20 年度 

那珂川河畔公園プール整備事業 20～21年度

総合型地域スポーツクラブの設立・活動支

援 
期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 青少年の健全育成 
 
  
 

◇青少年の健全育成 
①推進体制の整備 
②家庭教育の充実 
③地域ぐるみの取り組みの推進 
④青少年活動の充実 
⑤関係団体への支援 
⑥健全育成の環境づくり 

  
 (17 年度) (23 年度)

青少年関連事業数 152 事業 170 事業
青少年関連事業参加者数 3,060 人 3,400 人
青少年の街頭補導者数 325 人 225 人

 
  
 

事   業   名 計画期間

青少年プランの策定 19～20年度

青少年健全育成推進体制の整備・充実 21～23年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須野が原博物館 

成人式 

関谷城鍬舞 

成果指標 

成果指標

成果指標

主要事業 

主要事業

主要事業
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目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

目指すべき方向と施策 

 
 

 

 

 １ 効率的・効果的な行財政運営の推進 
 
  
 

◇計画的な行政運営 
①計画行政の推進 
②行政評価システムの活用 

◇行政の効率化 
①集中行財政改革プランの推進 
②民間活力の活用 
③組織機構の見直し 
④新庁舎建設の検討 
⑤人材の育成と活用 

◇財政の健全化 
①財政の健全化 
②税収の確保 

  
 (17 年度)  (21 年度)

集中行財政改革プランに基づき
改革改善する事務事業数 

14 事業
 

81 事業

 (17 年度)  (23 年度)
市税収納率(現年度分) 95.7％  97.9％

 
  
 

事   業   名 計画期間

行政評価システム導入 20 年度 

集中行財政改革プランの推進 19～21年度

収納率向上対策事業 期間中継続

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

２ 市民との協働による地域づくり 
 
  
 

◇情報提供の拡充 
①広報活動の充実 
②情報の適切な公開 

◇市民主体の地域づくり 
①市民参加の拡充 
②自治活動の促進 
③市民の意見の市政への反映 

◇協働のまちづくり 
①協働のまちづくり 
②一体感の醸成 

  

 

 

 

 

 

 
 (17 年度) (23 年度)

「広報・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」の満足度（満
足とやや満足の割合の合計） 

17.1％ 20％

「車座談議」の実施地域数 0地域 15地域  
  
 

事   業   名 計画期間

広報モニター制度の導入 19 年度 

車座談議の開催 期間中継続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域情報化の推進 
 
  
 

◇便利な電子市役所づくり 
①市民との情報の共有化 
②行政手続きのオンライン化 
③セキュリティ対策の充実 
④新たなメディアの利活用 

◇安全な情報環境の整備 
①情報化社会の基盤づくり 
②デジタルディバイドの解消 
③情報技術の安全な利用 

  
 (17 年度) (23 年度)

市ホームページへのアクセス数 約 5万件 約 8万件
インターネットによる申請などの
行政手続きの種類 

0種類 30種類

市内のブロードバンド（光)カバー
率 

60％ 90％

情報リテラシーを向上するための
NPO 法人等の数 

0団体 3団体

 
  
 

事   業   名 計画期間

緊急情報提供システム整備事業 19～20年度

行政手続きのオンライン化事業 20～23年度

公共ネットワーク整備事業 19～20年度 

◇…目指すべき方向 
○…施策 

車座談議 

成果指標 

成果指標

成果指標

主要事業 

主要事業

主要事業
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まちづくり次世代ワークショップ 

総合計画の策定にあたって、将来を担う若者の意見を

計画づくりの参考とするためにワークショップを開催

しました。 

このワークショップには、市内10校の中学生40名

が、７つのテーマについて３日間、市政や施策などの現

状と課題や、理想とするまち、課題の解決策などについ

て討議を行い、８月20日（日）に研究成果が発表され

ました。 

国指定重要文化財 旧青木家那須別邸         国指定天然記念物 逆杉    国指定重要文化財  市指定天然記念物 大山参道のモミジ並木
 那須疏水旧取水施設（東水門） 

市 章 市の木 市の花 

 那須の頭文字Ｎと塩原の頭文字Ｓ
をモチーフに、山や川など自然豊かな
那須野が原の大地を表現しています。
Ｓの曲線がＮの直線に絡まるように
描き、人と自然がふれあう様子を、Ｓ
が横たわっているように描くことに
よりやすらぎを表現しています。オレ
ンジ色の円は、那須塩原市の明るい未
来を表し、１市２町の人々がひとつに
なって未来に向かって突き進む様子
を表現しています。 

 マツ科の針葉樹。「百木の長」や「木
の王」などといわれる常盤木(常緑樹)
で長命な木です。 
 那須野が原の開墾前、まだこの地が
「那須野の東原・西原」と呼ばれてい
た頃、人も住まない茫茫たる荒野のあ
ちらこちらに松の巨木が自生してい
たと伝えられています。荒野に根を生
やした力強い松の姿は、開拓者の目に
力強く映ったのではないでしょうか。
 現在も市全域に自生し、自然景観を
豊かにしています。 
 幹は天上にそびえ、樹肌は強健勇
壮、枝は四方に勢いよく広がり、市民
の融和と発展を表しています。 

 ツツジ科の落葉低木。花は直径 5cm
くらいで、淡紅色、白色、濃紅紫色が
あり、清らかな味わいのある美しい花
をつけます。 
 那須・塩原をはじめ日光地域に多く
生息し、観光客の目を和ませていま
す。また、厳しい冬の寒さに耐え、春
になると真っ先に花をつける姿から、
県民性をあらわすとも言われ、栃木県
花にも指定されています。 
 市では、山間部を中心に自生し、4
月から 5月にかけて山々を彩ります。
特に渓谷のほとりや断崖に咲き誇る
様子は春の訪れにふさわしく、市の豊
かな自然を表しています。 

ま つ やしおつつじ 
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